
計画の推進に向けて（計画の評価見直し）
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地域福祉計画・地域福祉活動計画ってどんな計画？

地区計画の推進

平成 26 年３月

志布志市
志布志市社会福祉協議会

志布志市
地域福祉計画・地域福祉活動計画

 概 要 版

これをやってみよう
志布志市地域福祉計画・
地域福祉活動計画の策定

そしてどうなった
地域福祉計画・地域福祉活動計画
検討会、地域福祉計画・地域福祉活
動計画推進委員会による評価

これをやった
志布志市、志布志市社会福祉協議会、

住民、地域等の取り組み

こう変えてみよう
地域福祉計画・地域福祉活動計画検
討会、地域福祉計画・地域福祉活動
計画推進委員会による見直し

Plan
（計画）

Check
（評価）

Do
（実行）

Action
（見直し）

現状把握 これからも、今の地区で住み続けていく上で、
よいことは…、心配なことは…、困っていることは…

～地区の課題点～

解決策
の検討

理想の姿

私にできることは…
地域でできることは…

  　～課題解決に向けてできること～

課題を解決するために…

行政や社協
の支援

こんな地区にしよう！

志布志市地域福祉計画・地域福祉活動計画概要版（平成 26 年 3 月）

編　集：志布志市福祉課
　　　　〒899-7492
　　　　志布志市有明町野井倉1756番地
電　話：099-474-1111
ＦＡＸ：099-474-2281

志布志市社会福祉協議会
〒899-7103
志布志市志布志町志布志3222番地 1
電　話：099-472-1800
ＦＡＸ：099-472-1593

7



公助
こうじょ

行政でなければできないことは、
行政がしっかりとする

地域福祉とは
　少子高齢化や核家族化が進行していく中、厳しい社会情勢、個人の価値観やラ
イフスタイルの多様化等により、地域住民同士の交流や互いを思いやる気持ちが
希薄になってきています。
　身近な生活課題や住民のニーズに対し、公的なサービスだけでは対応が難しく
なっています。

　地域で暮らす人々が、地域の一員として安心して生活していくためには、お互
いに思いやりの心を持ち、家庭においても地域においても、助け合い、支え合う
ことが大事です。
　みんなが知恵を出し合い、助け合うまちづくりを進めていくためには、お互い
の絆（結びつき）を強めていくことが、最も大切です。誰もが住み慣れた地域で、
みんなが笑顔で安心して暮らすことができるように、人と人との「つながり」を
大切にし、市民一人ひとりが思いやりの「志」を持ち、市民参画による「支え合う」
仕組みをつくることをみんなでめざすために、次のような基本理念を掲げます。

基本理念

　地域には、子どもから高齢者までの幅広い世代をはじめ、障がいのある人・な
い人などが、ともに生きるという考え方のもとに、互いに人権を尊重し、生活の
拠点である地域において、支え合い・助け合いながら生活しています。
　今後、少子高齢化の問題や近所付き合いの減少など、様々な課題がさらに増え
ていくことが予想されます。こうした課題に対し、地域住民やボランティア、福
祉サービス事業者などの福祉活動に関わる人たち、そして行政機関などがそれぞ
れの役割や特性を活かし、互いに支え合い・助け合いながら、よりよい方策を見
い出していこうというのが、地域福祉の考え方です。

※例えば、こんなことに困っている人がいます

地域福祉の向上に向けた３つの助け

子育て中の親

介護している
家族

ひとり暮らし
の高齢者

どこに相談したら
いいのかな･･･

このままじゃ
こっちも倒れてしまうよ…

一人では
不安だなぁ…

自助
じじょ

自分でできることは自分でする

共助
きょうじょ

隣近所や友人、知人とお互いに
支え合い、助け合う

「地域ぐるみ」で福祉活動に参加し、
地域全体で支え合い、助け合う

みんな笑がお！ 志あふれる  結のまち  しぶし
え こころざし ゆい

※結：「結い」とは、相互支援（田植え等）の慣習を示す言葉です。地域社会を支える大切な仕組みであることから、

地域住民が協力しながら地域活動の活性化に取り組む姿をめざしています。

基本目標

１ 自分にあった福祉サービスの選択ができるために

（１）わかりやすい情報の発信をしよう
＜福祉サービスを知る機会づくり、市民の情報交換の場づくり＞
　 広報紙や行政告知放送等、家族等で情報収集に努めましょう。
　 地域住民同士で情報を共有しましょう。
　 社会福祉協議会の事業内容等を記載したパンフレットを発行し、情報の周知に努めます。
　 現在ある各種交流事業等を市民の情報交換の場として、さらなる周知を図ります。
　 各種情報や制度の周知徹底を図ります。
　 各地区の地域活動について情報提供を行います。

（２）気軽に相談できる体制をつくろう
＜身近な相談支援の充実、相談窓口の充実＞
　 一人で悩まず、相談しましょう。
　 どんな相談窓口があるか情報収集をしましょう。
　 相談日や時間、場所を工夫して、誰もが相談しやすい体制を整えます。
　 相談支援機関の連携を強化し、情報共有を図りながら問題解決の向上に努めます。
　 相談窓口の周知や利用促進に努めます。
　 相談窓口の連携を図ります。

自分や家族、地域が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと 行政が取り組むこと

～ともにつながり支え合う　安心して生き生きと暮らせるまちづくり～
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地区計画（抜粋）基本目標

2 安心・安全に暮らせる地域づくりのために

基本目標

3 誰もがふれあえる場をつくるために

（１）福祉サービスの充実を図ろう
＜福祉サービスの適切な利用の推進、地域での見守り・支え合いの推進＞
　 見守り活動を通じて早期の問題発見に努めましょう。
　 民生委員・児童委員や見守り協力員等の連携により、ひとり暮らし高齢者世帯等を定期的に訪問しましょう。
　 小地域での座談会を定期的に開催し、福祉ニーズの把握に努め、行政と連携を図ります。
　 福祉推進員の設置を行うことで、地区との連携強化を図ります。
　 各種福祉分野にかかる個別計画を推進することにより、サービスの質の向上と量の確保を図ります。
　 支援が必要な人に適切なサービスが提供できるように、関係機関と連携して支援を行います。

（２）災害に備えた支援活動の充実を図ろう
＜日常の備えの充実、援護活動の推進及び援護ネットワークの充実＞
　 災害時にはすぐに避難できるよう、防災用品、避難場所、避難経路を確認しておきましょう。
　 自主防災組織を組織し、自治会単位の防災訓練を行いましょう。
　 ボランティア団体等と連携し、緊急時における災害ボランティアセンターの運用に向けた訓練を行います。
　 連絡体制を整えて、災害時や緊急時における初動体制を講じます。
　 住民の防災意識を高めるため、関連する広報活動や講座を開催する等、各種の啓発活動を充実します。
　 関係機関、部署と連携して避難行動要支援者台帳を整備し、一元化します。

（３）交通安全と防犯活動の推進をしよう
＜交通安全と防犯活動の推進＞
　 あいさつや声かけをしましょう。
　 各種団体等と連携し、防犯活動に取り組むとともに、防犯意識の啓発に努めます。
　 自転車等の交通マナーやルールについて広報等で周知します。

（１）交流やつながりを大切にしよう
＜地域活動の活性化、ボランティア活動の推進＞
　 地域活動に参加しましょう。
　 趣味や経験を活かして、ボランティア登録をしましょう。
　 地域と連携した取り組み（ふれあいサロン等）を充実します。
　 ボランティア活動センターの機能充実を図ります。
　 ふるさとづくり委員会等地域活動のリーダーを育成します。
　 ボランティアやＮＰＯ法人活動に関する情報提供の充実を図ります。

（２）誰でも参加できる学びの場をつくろう
＜人権教育・福祉教育の推進、福祉問題等を学ぶ機会の充実＞
　 地域活動を通じて、高齢者や障がいのある人とのふれあう機会をつくりましょう。
　 講習会や交流会等へ参加しましょう。
　 福祉教育を推進するために、児童や生徒を対象とした福祉活動体験学習等の充実を図ります。
　 介護者や子育て家庭の相互交流会を開催します。
　 講演会の開催等、福祉教育や人権教育の推進を図ります。
　 認知症等に関する講演会を開催します。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

松山地区

結の心で、みんなで育てよう
助け合う松山町

自治会や公民館行事に参加します。
近所のお宅に声かけをします。
町全体がきれいなのでこれを保持してい
きます。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

安楽地区

自治会内で回覧板を回したり、声かけを
行って行事の参加を働きかけます。
高齢者への声かけや訪問を行います。
子どもの登下校時に、見守り活動を行い
ます。

安楽の宝　大樹のもと　
安心できる地域と

自然、伝統を未来に残していこう

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

みんながつながる
心のオアシス　香月地区

地域活動に参加する意識を一人ひとりが
持ちます。
自治会活動（十五夜等）の様子をチラシ
などで紹介します。
子どもたちと高齢者たちとの交流の機会
をつくります。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

心のふるさと、
生きがい探しのできるまち
～三世代のふれあうまちづくり～

地蔵祭りを地域の祭りとして盛り上げます。
旧市街の名所をみんなで歩き回って地元
住民とふれあいます。
近くの避難場所を明確にし、確認します。

香月地区 志布志区

3 4

やっちく秋の陣まつりの松山城

志布志港全景 地蔵祭り

山宮神社での正月踊り
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　 地域活動を通じて、高齢者や障がいのある人とのふれあう機会をつくりましょう。
　 講習会や交流会等へ参加しましょう。
　 福祉教育を推進するために、児童や生徒を対象とした福祉活動体験学習等の充実を図ります。
　 介護者や子育て家庭の相互交流会を開催します。
　 講演会の開催等、福祉教育や人権教育の推進を図ります。
　 認知症等に関する講演会を開催します。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

松山地区

結の心で、みんなで育てよう
助け合う松山町

自治会や公民館行事に参加します。
近所のお宅に声かけをします。
町全体がきれいなのでこれを保持してい
きます。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

安楽地区

自治会内で回覧板を回したり、声かけを
行って行事の参加を働きかけます。
高齢者への声かけや訪問を行います。
子どもの登下校時に、見守り活動を行い
ます。

安楽の宝　大樹のもと　
安心できる地域と

自然、伝統を未来に残していこう

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

みんながつながる
心のオアシス　香月地区

地域活動に参加する意識を一人ひとりが
持ちます。
自治会活動（十五夜等）の様子をチラシ
などで紹介します。
子どもたちと高齢者たちとの交流の機会
をつくります。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

心のふるさと、
生きがい探しのできるまち
～三世代のふれあうまちづくり～

地蔵祭りを地域の祭りとして盛り上げます。
旧市街の名所をみんなで歩き回って地元
住民とふれあいます。
近くの避難場所を明確にし、確認します。

香月地区 志布志区
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キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

帖五区

花と笑顔があふれている
ふれあいの郷　帖五区

ふれあいの場として年齢を制限せず夏祭
りや蕎麦打ちなどをして、大きなイベン
トにしていきます。
校区外の方も呼び込めるような工夫をします。
隣近所が、いつも声をかけ合い楽しく過
ごせるような環境をつくります。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

東区・夏井陣岳区

「ゆい」の心で
安心安全のまち
東区・夏井陣岳区

地域活動（清掃等）に参加します。
子どもたちが自治会活動に参加できるよ
う親同士で声をかけ合います。
集落ごとの行事（十五夜・綱引き）を行
うことで、近所の子どもたちとのふれあ
いを増やし、顔見知りをつくります。

キャッチフレーズ

田之浦・四浦・森山地区

美しい自然と伝統文化を活かし
安心安全な地域づくり

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

潤ケ野・八野地区

みんなのあふれる笑顔と声かけが
潤ケ野・八野にこだまする

伝統行事・芸能を継承します。
となり近所で声をかけあって、みんなで
楽しい集落をつくります。
地域をきれいにするために、清掃活動を
進んでします。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

伊﨑田地区

心やさしく 思いやりがあり
人情あふれる伊﨑田

校区や自治会で、老若男女一緒に楽しめ
る行事を今後も継続していきます。
自治会に加入したくなる、加入しやすい
ような自治会の雰囲気づくりにします。
各家庭に配布される花を、自治会で管理
して花いっぱいの伊﨑田地域にします。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

有明・通山地区

ひとにも、地域にも
やさしいまち　有明・通山

地域での講習会や災害に備えた訓練を地
域で定期的に行います。
自治会に加入することでいろいろなつな
がりができることや、良さをアピールし
ます。
魅力ある地域行事の企画をします。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

蓬原・原田地区

自然と人が豊かで、
笑顔と絆のある蓬原・原田を育てよう
～みんなで力を出し合う、地域づくり～

自治会活動へ誘い合います。
進んで自治会の会合に参加します。
地域のことを学び、教えるなど、地域へ
の愛着を深めます。

キャッチフレーズ

地区のみんなでできること

野神・山重地区

地域の絆で　活気あふれる
なごみの里

広く地域の人に呼びかけ、いろいろな行
事等に参加します。
棒踊り、観音講など伝統文化を続けてい
きます。
各種団体などのスポーツイベントを開催
し、参加します。

地区のみんなでできること
地域の行事に声をかけあって参加します。
高齢者が参加しやすい行事を考えます。
伝統文化等を若者に伝承します。
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計画の推進に向けて（計画の評価見直し）

　「地域福祉計画」とは、人と人とのつながりを基本として、地域のさまざまな
福祉の課題を明らかにし、その解決に向けた取り組みを進め、「ともに生きる地
域社会づくり」をめざすための「理念」と「仕組み」をつくる計画です。
　「地域福祉活動計画」とは、それらの理念や仕組みをもとに、具体的な実現に
向けての活動内容を考える計画です。
　志布志市においては、志布志市地域福祉計画・地域福祉活動計画（平成 26 年
度から 30 年度までの 5年間）として一体的に策定し、行政や地域住民をはじめ
として、福祉関係団体等と連携しながら、さらなる地域福祉の推進をめざしてい
きます。

地域福祉計画・地域福祉活動計画ってどんな計画？

地区計画の推進

平成 26 年３月

志布志市
志布志市社会福祉協議会

志布志市
地域福祉計画・地域福祉活動計画

 概 要 版

これをやってみよう
志布志市地域福祉計画・
地域福祉活動計画の策定

そしてどうなった
地域福祉計画・地域福祉活動計画
検討会、地域福祉計画・地域福祉活
動計画推進委員会による評価

これをやった
志布志市、志布志市社会福祉協議会、

住民、地域等の取り組み

こう変えてみよう
地域福祉計画・地域福祉活動計画検
討会、地域福祉計画・地域福祉活動
計画推進委員会による見直し

Plan
（計画）

Check
（評価）

Do
（実行）

Action
（見直し）

現状把握 これからも、今の地区で住み続けていく上で、
よいことは…、心配なことは…、困っていることは…

～地区の課題点～

解決策
の検討

理想の姿

私にできることは…
地域でできることは…

  　～課題解決に向けてできること～

課題を解決するために…

行政や社協
の支援

こんな地区にしよう！

志布志市地域福祉計画・地域福祉活動計画概要版（平成 26 年 3 月）

編　集：志布志市福祉課
　　　　〒899-7492
　　　　志布志市有明町野井倉1756番地
電　話：099-474-1111
ＦＡＸ：099-474-2281

志布志市社会福祉協議会
〒899-7103
志布志市志布志町志布志3222番地 1
電　話：099-472-1800
ＦＡＸ：099-472-1593
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